
路計画が
ぃま突如動き始

め

奪■FらⅢ摯ばキ枕
に計画された

19日は杉並区長
選挙です0

ロ
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
が
愛

さ
れ
、
他
の
街
か
ら
も
多
く
の
人

が
訪
れ
る
個
性
的
な
お
店
が
多

い

西
荻

の
街
は
揺
れ
て
い
ま
す
。

優
先
整
備
路
線
補
助
１
３
２
号
線

青
梅
街
道
か
ら
善
福
寺
川
を
渡

り
、
西
荻
窪
駅
を
越
え
、
神
明
通

り
入
□
ま
で
の
約
―

ロキ
肝
。

こ
れ

が

〈都
市
計
画
道
路
補
助
１
３
２

号
線
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
道
路
で

す
。
現
在
――
川

の
道
路
幅
を
、
駅

北
側
は
１６
眉
ヽ
駅
南
側
は
２０
眉
に

拡
張
す
る
計
画
で
す
。

し
か
し
、

こ
の
道
路
は
普
段
ほ

と
ん
ど
混
ん
で
い
ま
せ
ん
。
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
が
つ
い
て
、
他
の
道
路

と
比

べ
て
も
整
備
さ
れ
て

い
る

し
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
並
木
が
つ
づ

く
落
ち
着

い
た
生
活
道
路
で
す
。

１
０
０
年
も
前

の
古

い
法
律
で
？

７３
年
前

（
１
９
４
７
年
）

に
決

定
さ
れ
、
γ
年
前

（
１
９
６
６
年
）

に
変
更
さ
れ
た
こ
の
道
路
計
画
。

な
ん
と
帝
国
憲
法
下
に
作
ら
れ
た

旧
都
市
計
画
法
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
都
市
計
画
法
は
１
９
６
８
年

に
改
正
さ
れ
て
計
画
に
は
住
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
旧
法
の
ま
ま

で
計
画
を
進
め
た
区
は
、
「決
ま

っ
て
い
る
か
ら
や
る
」

の

一
点
張

り
で
。
住
民
の
声
を
聞
こ
う
と
し

ま
せ
ん
。

車
も
人
も
減
少
の
時
代
。
欧
米

で
進
む

「自
動
車
か
ら
人

へ
」

の

街
づ
く
り
を
住
民
と
共
に
考
え
る

時
に
来
て
い
ま
す
。

「防
災
の
た
め
」
と
い
う
け
れ
ど

地
震
被
害

シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
こ
の
地
域

の
被
害
想
定
は
最
も

少
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
路
拡
張
の
大
き
な

理
由
の

一
つ
に
な

っ
て
い
た

「東

７０
年
以
上
も
前
に
決
ま

っ

立
ち
退
い
て
く
だ
さ
い
と
た
道
路
計
画
を
も
と
に
、

い
き
な
り
言
わ
れ
て
も
…

京
ガ
ス
の
緊
急
車
両
の
通
行
を
確

保
す
る
た
め
」
は
、
東
京
ガ
ス
が

既
に
移
転
じ
、
理
由
と
し
て
は
成

り
立
た
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

駅
南
側
に
謎

の
法
人
が
進
出
！

南
側
は
神
明
通
り
入
□
ま
で
を

２０
眉
に
拡
張
す
る
と
い
い
ま
す
。

高
さ
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
高
層

ビ
ル
の
建
設
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
西
荻

の
街
の
魅

力
が
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
ん
な
開
発
を
前
提
と
す
る
よ

う
に
、
駅
南
側
の
土
地
を
英
国
領

ヴ
ァ
ー
ジ

ン
諸
島

の
私
書
箱

（
タ

ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ

ン
）
に
籍
を
置
く

法
人
が
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

「決
ま

っ
た
こ
と
は
や
る
」
と
区
長

１
３
２
沿
道
住
民
と
の
話
し
合

い
の
中

で
、
現
職
区
長
は
、
「決

ま

っ
て
い
る
こ
と
は
全
部
や
る
」

と
言

っ
て
い
ま
す
。
高
円
寺
２
２

７
号
線
も
依
然
優
先
整
備
路
線

の

ま
ま
で
す
。
（裏
面
参
照
）

駅前の整備は必要かもしれ

ません。しかし、それは開発

業者のためではありません。
「まちづくり」はその街に

住み、街を利用する住民との

計画段階からの対話が必要で

す。計画ありきで進めるので

はない行政をともに考えてい

きましょう。

岸本さとこ

プロフィール

19フ 4年フ月15日生まれ。高校生の時に地球サミッ

トがあり、l18~境問題に関心を持つ。日本大学文理

学部社会学科 (専攻 :環境社会学)卒。在学中か
ら2000年 まで環境NGO活動。2003年 から国際
NGOト ランスナショナル研究所 (TM、 アムス
テルダム)で働き始め、研究員として現在に至る。
専門|よ環境、人権、公共サービス、自治。趣味は

空手 (沖縄剛柔流)、 ジ∃ギング、料理 (ベ ジタ

リアン)。 西荻在住。
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